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日々暑さを感じる季節となりました。高卒採用は7月 1日に求人票公開となり、高校とのパイプをより強固なものに
するため、訪問や応募前職場見学などの準備に追われる日々かと思います。大卒採用の方もラストスパートをかけて
いる話をよく耳にします。何かお手伝いできることがございましたら、お声掛けください。

「第3回 秋田採用勉強会」は7月27日（水）開催予定！
Zoomによるオンライン開催を予定しています！

●第一講座　「新卒採用22年最新事例大公開」
●第二講座　「企業採用サイトの近況」
●学校の先生との特別情報交換
※詳細は別紙参照の上、奮ってご参加ください！

今年も就職応援本「COURSE秋田 2022」　発刊決定！

COURSE秋田 Web
こちらからもチェック！

参加
無料

これまでに計5冊を
発刊しています

今回で6号目となる就職応援本「COURSE秋田」。
2022年 10月末に発刊することが決定いたしました！

就職応援本「COURSE秋田」は、高校生のみなさんが就職先を考えるときに、「秋田で暮ら
し、秋田で働くというコンセプトで地元、秋田の企業の魅力や良さを知ってもらいたい」と
いう思いから生まれました。

「COURSE 秋田」では秋田はもちろん、そして全国を支えてきた優良な地元企業を一挙に紹
介しています。冊子は配布対象である全県の高校2年生のほか、県内の大学、短期大学、専
門学校、特別支援学校へ配布しています。また A ターン希望者向けに東京の秋田市移住定住
センターや秋田県東京事務所へも配布し、県の教育委員会からも好評をいただいております。

また、「COURSE秋田Web」では、誌面の記事のほか、トップページに採用イベントレポー
トや企業ニュースなどのおすすめ情報を表示できるピックアップスライダーを設置し、新し
い情報を投稿しています。
さらに、メニュー欄の「就職活動お役立ち情報　各種認定企業」では、ユースエール認定企
業や健康経営優良法人など、「各種認定企業」の最新情報を得られます。
国や県によって認定された証として厳しい一定の基準を満たすことでもらえる認定マーク。
求人票にも載り、優良企業であることを視覚的にアピールできる要素のひとつです。
企業関係者様だけでなく、求人票を見た応募者のほか、保護者の方々や学校の先生方からも
高い関心を集めています。
ぜひチェックしてみてください。

6号目となる就職応援本「COURSE秋田」も、お楽しみに！
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日本全国でも大人気の道の駅。なんと秋田県内には33箇所もあるんです！

Q２　秋田県最南端の道の駅はどこでしょうか？
屋根の形が世界三大美人の、例の女性の笠をモチーフとしています。
以前、浅見光彦シリーズの撮影も行われました！　　　

　　1.道の駅はちもり
解　2. 道の駅おがち
答　3.道の駅おが
　　4.道の駅おおゆ

Q４　秋田県最東端の道の駅はどこでしょうか？
この道の駅は東よりも北のイメージがありますね。
建築設計をあの世界的建築家・隈研吾氏が手掛けています。

Q1　秋田県最北端の道の駅はどこでしょうか？
世界自然遺産の白神山地を水源とする名水「お殿水」が
湧き出る道の駅として有名。ハタハタがシンボルになっています。

Q3　秋田県最西端の道の駅はどこでしょうか？
獲れたて海の幸が充実している、秋田県の形を描くときのポイント
になる、あの半島にある道の駅ですヨ♪
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第2回秋田採用勉強会をちょこっとだけ内容共有！
大好評！

「高卒採用の3つのポイント！」と題して、5月 26日にオンラインにて秋田採用勉強会を開催いたしました。
多くの企業様と特別ゲストとして秋田県内高等学校で実際に就職指導を行っている教員と就職支援員の方にご参加いただきました。
誠にありがとうございました。

第一部では船井総合研究所の方にご登壇頂き、「高卒採用の3つのポイント！」と題して、高卒採用における重要なポイントのお話をいたし
ました。今回は、事前に「高卒採用を成功させるための施策」チェックシートを参加企業様に自己診断していただき、その上で話を聞いてい
ただきました。
第二部では、特別ゲストの秋田県内の高等学校で実際に就職指導を行っている教員・就職支援員の方を交え、グループごとに分かれて様々な
テーマについて話し合い、情報交換を行いました。

例えば…高校の先生への質問には
Q　どのような応募前職場見学が高校生にとって魅力的でしょうか。また、高校の先生は、どのような応募前職場見学を勧めますか？
・新卒採用時の仕事内容を具体的に説明してもらい、現場見学可能なところ。
・説明者は役職クラスではなく、できる限り同年代の方が望ましい。
・応募前職場見学は多くの生徒が入社を前提として参加しているため、入社後のイメージに大きく乖離のない内容が望ましい。

Q　企業の採用担当者の訪問を受けた際に、どのようなことを一番知りたいですか？
・どのような生徒を期待しているか（性別・性格・部活動ほか）。
・新人教育（メンター制度など）。
・高卒就職者の入社後の様子（卒業生の近況など）。
・訪問の際には求人票の持参もお願いしたい。

Q　企業が採用活動を進める上で気を付ける事や、先生方のご要望があれば教えてください。
・求人票に性別指定はできないが、採用したい人物像が明確であれば早めに情報提供してほしい。
・基本給以外の諸手当（固定手当、資格手当、職務手当など）について、どのような手当か具体的に明記してほしい。
・生徒の心が傷つくため、していい質問と駄目な質問などのガイドラインをしっかりと守って欲しい。

などなど…。
こちらはほんの一部のご紹介です。7月にも第 3回秋田採用勉強会を開催予定ですので、奮ってご参加ください。


